
編集方針

　社会が持続可能でなければ、会社も持続可能とはなりません。また、会社はそれ自体が持続

可能でなければ、社会的責任を果たすことはできないと三井物産は考えます。

　昨今、国連「持続可能な開発目標（SDGs）」やESG投資への関心が高まる中、事業活動を通じ

て社会への新しい価値を創造し、社会と会社相互の持続可能性を追求していくというこれまでの

三井物産の変わらぬ姿勢を、より明確にお伝えしていくことが重要であると考え、本レポートの

タイトルを含め、自社に関わる「CSR」の表記を「サステナビリティ」へ変更しました＊。

　PDF版「サステナビリティレポート2017」は、詳細なESG情報を発信する年次報告書として、

マテリアリティを軸に網羅性と継続性を重視し、「三井物産のマテリアリティ」に沿って活動を報告

するとともに、社会課題解決に向けた価値創造事例を「Strategic Focus」および「2016年度活

動実績」で分かりやすく開示しています。

　ウェブサイトには、サステナビリティに関する情報の一覧性と検索性を重視し、方針・規範・

データ一覧、GRIガイドライン対照表を掲載しています。また、社会貢献活動の詳細を掲載し、

PDF版「サステナビリティレポート2017」を補完する形で情報を開示しています。

＊：「CSR基本方針」「サプライチェーンCSR取組方針」や2016年度以前の社員啓発ツールの名称などについては、変更していません。

将来情報に関する留意事項

　本サステナビリティレポートで開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手している情報に

基づくもので、種々の要因により変化することがあり、これらの目標や予想の達成、および将来の業績を保証するものでは

ありません。また、これらの情報は、今後予告なしに変更されることがあります。従い、本情報および資料の利用は、ほかの

方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行っていただきますようお願いします。本資料を利用し

た結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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